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一
　
緒
言

　
余
輩
は
前
号
に
お
い
て
征
夷
大
将
軍
の
名
義
に
つ
い
て
管
見
を
披
瀝
し
、
平

安
朝
に
お
い
て
久
し
く
補
任
の
中
絶
し
て
お
っ
た
こ
の
軍
職
が
、
源
頼
朝
に
よ

っ
て
始
め
て
再
興
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
情
を
明
か
に
し
、
そ
の
以
前
に
木

曾
義
仲
が
す
で
に
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
の
古
書
の
記
事
が
あ
り
、
そ

れ
が
古
来
一
般
に
歴
史
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
実
義

仲
の
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
頼
朝
討
伐
の
た
め
の
征
東
大
将
軍
で
あ
っ
て
、
征
夷
で

は
な
く
、
ま
た
内
容
か
ら
も
征
夷
大
将
軍
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
次

第
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
て
さ
ら
に
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
る
る
に
至
っ
た
道
筋
に
論
及

し
、
こ
の
補
任
は
も
と
も
と
彼
の
多
年
の
希
望
で
あ
り
、
朝
廷
に
お
い
て
も
久

し
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
官
僚
の
間
に
も
そ
の
反
対
者
が
あ
り
、
特
に
後

白
河
法
皇
が
そ
れ
を
御
許
容
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
法
皇
崩
御
後
の
初
度
の

朝
政
に
お
い
て
、
始
め
て
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
事
情
を
詳
述
し

た
の
で
あ
っ
た
。
頼
朝
が
こ
れ
を
希
望
し
た
の
は
、
奥
州
に
お
け
る
俘
囚
の
長

た
る
御
館
藤
原
氏
が
、
院
宣
を
奉
じ
て
頼
朝
の
背
後
を
窺
う
の
に
対
し
て
、
こ

れ
を
討
伐
す
べ
き
適
当
な
る
名
分
を
得
ん
が
た
め
で
、
今
一
つ
に
は
京
都
な
る

中
央
政
府
以
外
に
お
い
て
、
別
に
鎌
倉
に
一
新
政
府
を
組
織
す
る
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
将
軍
出
征
中
の
軍
政
府
、
す
な
わ
ち
幕
府
に
擬
す
る
こ
と
が
、
最
も
都

合
が
よ
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
朝
廷
に
お
い
て

こ
れ
が
任
命
に
躊
躇
し
給
う
た
こ
と
は
、
一
に
は
藤
原
秀
衡
を
し
て
常
に
頼
朝

の
背
後
を
窺
わ
し
め
、
そ
の
勢
力
を
牽
制
せ
し
め
給
わ
ん
と
し
た
と
の
理
由
も

あ
る
べ
く
、
一
に
は
院
宮
・
権
門
ら
が
か
の
豊
富
な
る
奥
州
の
貢
金
に
未
練
を

残
し
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
本
章
は
奥
州
に
お
け
る
こ
の

御
館
藤
原
氏
の
地
位
を
論
じ
、
次
に
当
時
の
奥
羽
に
お
け
る
民
族
の
こ
と
に
ま

で
及
ん
で
、
も
っ
て
前
号
末
尾
に
お
け
る
発
表
の
予
約
を
果
た
し
、
頼
朝
の
補

せ
ら
れ
た
る
征
夷
大
将
軍
の
意
義
に
関
す
る
所
論
を
完
う
せ
し
め
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
御
館
藤
原
氏
の
富
強
と
王
地
押
領
の
事
実

　
藤
原
秀
衡
は
清
衡
の
孫
で
、
祖
父
以
来
今
の
陸
中
の
主
要
部
分
た
る
胆
沢
・

和
賀
・
江
刺
・
稗
貫
・
紫
波
・
岩
手
の
六
郡
を
領
し
、
さ
ら
に
南
に
出
で
て
磐

井
郡
の
平
泉
に
根
拠
を
構
え
、
砂
金
そ
の
他
の
豊
富
な
る
国
産
に
よ
っ
て
豪
奢

を
極
め
、
直
接
音
信
を
京
師
に
通
じ
て
院
宮
・
権
門
・
勢
家
に
贈
賄
し
、
そ
の

威
は
よ
く
国
司
を
圧
迫
し
て
、
国
司
も
こ
れ
を
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
隠
然
一
敵
国
の
観
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
心
あ
る
の
士
は
こ
れ

を
憤
慨
し
、
彼
ら
は
王
地
を
押
領
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
近
づ
け
る
を
欲

し
な
か
っ
た
。
そ
の
史
料
は
断
片
な
が
ら
多
少
は
存
し
て
い
る
。
『
古
事
談
』

に
、

　
　
俊
明
卿
（
宇
治
大
納
言
隆
国
三
男
、
大
納
言
民
部
卿
皇
大
皇
后
宮
大
夫
源

　
俊
明
、
永
久
二
年
薨
）
造
仏
之
時
、
箔
料
ニ
ト
テ
清
衡
令
献
砂
金
云
々
。
彼

　
卿
不
請
之
、
即
返
遣
之
云
々
。
人
問
子
細
。
答
云
、
清
衡
令
押
領
王
地
。
只

　
今
可
謀
反
者
、
其
時
ハ
可
遣
追
討
使
之
由
可
定
申
也
。
仍
不
可
請
之
云
々
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
俊
明
が
特
に
剛
直
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
逸
話

も
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
に
あ
っ
て
は
彼
ら
の
富
が
、
よ
く
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
麻
痺
せ
し
め
お
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
清
衡
が
い
か

に
富
強
を
極
め
た
り
し
か
は
、
今
も
存
す
る
中
尊
寺
の
金
色
堂
を
見
た
だ
け
で

も
容
易
に
推
知
し
得
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
中
尊
寺
以
外
に
も
多
く
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造
寺
・
造
塔
の
功
徳
を
積
み
、
在
世
三
十
余
年
の
間
、
わ
が
延
暦
・
園
城
・
東

大
・
興
福
等
の
諸
大
寺
を
始
め
と
し
て
、
遠
く
シ
ナ
の
天
台
山
に
ま
で
、
多
く

の
砂
金
を
送
っ
て
し
ば
し
ば
千
僧
の
供
養
を
な
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
園

城
寺
に
施
し
た
分
は
一
時
に
砂
金
千
両
と
あ
る
か
ら
、
も
っ
て
他
を
も
察
す
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
も
彼
が
王
地
を
押
領
す
る
の
事
実
は
と
う
て
い
こ
れ

を
否
む
こ
と
が
出
来
ず
、
俊
明
の
ご
と
き
心
あ
る
の
士
は
、
い
つ
か
は
追
討
の

師
を
出
だ
す
機
会
の
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
清
衡
の
子
基
衡
は
、
父
の
富
と
勢
い
と
を
そ
の
ま
ま
に
継
承
し
て
、
相
変
ら

ず
奥
羽
に
割
拠
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
父
の
中
尊
寺
に
倣
っ
て
そ
の
近

傍
に
毛
越
寺
を
建
立
し
た
。
不
幸
に
し
て
こ
の
寺
は
ほ
と
ん
ど
当
時
の
何
物
を

も
後
世
に
遺
し
て
い
な
い
が
、
『
吾
妻
鏡
』
の
記
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
中

尊
寺
よ
り
も
そ
の
規
模
遙
か
に
宏
大
な
り
し
が
ご
と
く
に
思
わ
れ
る
。
中
尊
寺

は
寺
塔
四
十
余
宇
、
禅
坊
三
百
余
宇
と
あ
る
が
、
毛
越
寺
に
は
堂
塔
は
同
じ
く

四
十
余
宇
で
、
禅
坊
は
五
百
余
宇
の
多
き
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

『
吾
妻
鏡
』
（
文
治
五
年
九
月
二
十
二
日
条
）
に
も
、
基
衡
は
果
福
父
に
軼
ぎ
、

奥
羽
両
国
を
管
領
す
と
あ
る
。
彼
は
九
条
関
白
家
に
自
筆
の
額
を
請
い
、
ま
た

参
議
藤
原
教
長
に
請
う
て
、
堂
中
の
色
紙
形
を
書
い
て
貰
っ
た
と
あ
る
。
彼
が

や
は
り
父
の
方
針
を
つ
い
で
、
黄
金
の
力
を
も
っ
て
い
か
に
公
家
の
搢
紳
に
近

づ
い
て
い
た
か
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
彼
ま
た
法
性
寺
関
白
忠
通
の
額
だ

け
は
つ
い
に
貰
い
損
っ
た
。
『
古
事
談
』
に
、

　
　
法
性
寺
殿
令
書
所
々
額
給
之
間
、
自
御
室
額
ヲ
一
依
令
申
請
給
、
被
書
献

　
了
。
而
陸
奥
基
衡
ガ
堂
ノ
額
ナ
リ
ケ
リ
ト
令
聞
給
テ
、
争



デ
サ
ル
事
有
ト
テ
、

　
御
厩
舎
人
菊
方
ヲ
御
使
ニ
テ
、
被
召
返
ケ
リ
。
基
衡
雖
廻
秘
計
、
不
承
引
。

　
遂
ニ
責
取
テ
三
ニ
破
テ
帰
参
云
々
。

と
あ
る
。
彼
の
黄
金
の
力
は
よ
く
御
室
御
所
を
ま
で
も
煩
わ
し
て
、
方
便
を
廻

ら
し
て
忠
通
の
額
を
手
に
入
れ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
基
衡
の
依

頼
で
あ
る
こ
と
を
知
る
に
及
ん
で
強
い
て
こ
れ
を
取
り
返
し
、
い
か
に
秘
計
を

め
ぐ
ら
す
も
つ
い
に
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
忠
通
の
剛
直

が
窺
わ
れ
る
と
と
も
に
、
基
衡
が
や
は
り
父
清
衡
と
同
じ
く
王
地
を
押
領
す
る

者
と
し
て
、
心
あ
る
公
家
か
ら
指
弾
さ
れ
て
い
た
趣
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。

　
基
衡
が
い
か
に
横
暴
を
極
め
て
い
た
か
の
有
様
は
、
や
は
り
こ
れ
も
『
古
事

談
』
に
、

　
　
宗
形
宮
内
卿
入
道
師
綱
陸
奥
守
ニ
テ
下
向
時
、
基
衡
押
‐
領
一
国
、
如
無

　
国
威
。
仍
奏
‐
聞
事
由
、
申
‐
下
宣
旨
、
擬
検
‐
注
国
中
公
田
之
処
、
忍
郡

　
者
基
衡
蔵
テ
先
々
不
入
国
使
。
而
今
度
任
宣
旨
、
擬
検
注
之
間
、
基
衡
件
郡

　
地
頭
大
庄
司
季
春
ニ
合
心
テ
禦
之
。
国
司
猶
帯
宣
旨
推
入
之
間
、
已
放
矢
及

　
合
戦
了
。
守
方
被
疵
者
甚
多
、

と
い
う
逸
話
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
彼
は
当
時
父
祖
伝
領
の
六
郡

以
外
、
遠
く
南
の
方
信
夫
郡
に
ま
で
も
そ
の
勢
力
を
伸
ば
し
て
、
い
わ
ゆ
る
王

地
を
押
領
す
る
者
で
あ
っ
た
。
か
く
て
彼
は
そ
の
勢
力
を
も
っ
て
宣
旨
に
も
背

き
、
国
使
に
抗
し
て
合
戦
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
立
派
な
反
逆
で
な
く
て

な
ん
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
彼
は
な
お
黄
金
の
威
力
を
も
っ
て
そ
の
不
始
末
を
誤

魔
化
さ
ん
と
試
み
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
罪
を
一
に
地
頭
季
春
に
帰

し
、
再
三
妻
女
を
国
司
の
館
に
つ
か
わ
し
て
こ
れ
が
命
乞
い
を
な
さ
し
め
、
そ

の
請
料
物
勝
げ
て
計
う
べ
か
ら
ず
、
砂
金
の
み
で
も
一
万
両
の
多
き
に
及
ん
だ

と
あ
る
。
し
か
も
師
綱
こ
れ
を
許
さ
ず
、
つ
い
に
季
春
が
首
を
刎
ね
し
め
た
の

で
あ
っ
た
。
か
く
の
ご
と
き
の
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
忠
通
が
題
額
を
拒
絶
し

た
の
は
当
然
の
次
第
で
あ
る
が
、
し
か
も
例
の
黄
金
の
力
は
よ
く
九
条
関
白
や

参
議
教
長
を
動
か
し
て
、
こ
れ
が
た
め
に
揮
毫
を
試
む
る
を
余
儀
な
く
せ
し
め
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た
も
の
と
見
え
る
。

　
基
衡
が
毛
越
寺
を
営
む
や
、
丈
六
薬
師
仏
な
ら
び
に
十
二
神
将
の
彫
刻
を
、

当
時
の
京
都
の
仏
師
雲
慶
（
運
慶
と
は
別
人
、
か
つ
て
『
歴
史
地
理
』
上
運
慶

と
書
い
た
の
は
誤
植
な
り
）
に
依
頼
し
た
。
こ
の
時
雲
慶
は
こ
の
田
舎
の
富
豪

を
馬
鹿
に
し
て
、
非
常
な
る
貪
り
方
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
吾
妻
鏡
』

に
よ
る
と
、

　
　
此
本
尊
造
立
間
、
基
衡
乞
支
度
於
仏
師
雲
慶
。
雲
慶
注
‐
出
上
中
下
之
三

　
品
。
基
衡
令
領
‐
状
中
品
、
運
功
物
於
仏
師
。
所
謂
円
金
百
両
、
鷲
羽
百
尻
、

　
七
間
間
中
径
水
豹
皮
六
十
余
枚
、
安
達
絹
千
疋
、
希
婦
細
布
二
千
端
、
糠
部

　
駿
馬
五
十
疋
、
白
布
三
千
端
、
信
夫
毛
地
摺
千
端
也
。
此
外
副
山
海
珍
物
也
。

　
三
箇
年
終
功
之
程
、
上
下
向
夫
課
駄
、
山
道
海
道
之
間
、
片
時
無
絶
。
又
称

　
別
禄
、
生
美





絹
積
船
三
艘
送
之
処
、
仏
師
抃
躍
之
余
、
戯
論
云
、
雖
喜
悦
無

　
極
、
猶
練
絹
大
切
也
云
云
。
使
者
奔
帰
、
語
此
由
。
基
衡
悔
驚
、
亦
積
練
絹

　
於
船
三
艘
送
遣
訖
。

と
あ
る
。
か
く
て
い
よ
い
よ
そ
の
仏
像
が
出
来
上
っ
た
と
こ
ろ
が
、
鳥
羽
法
皇

こ
れ
を
御
覧
に
な
っ
て
、
か
く
の
ご
と
き
の
立
派
な
も
の
は
洛
外
に
出
し
て
は

な
ら
ぬ
と
お
禁
じ
に
な
っ
た
。
基
衡
非
常
に
こ
れ
を
憂
い
、
七
日
間
水
漿
を
断

っ
て
持
仏
堂
に
閉
じ
籠
り
、
一
心
に
仏
に
祈
請
を
凝
ら
し
た
う
え
、
九
条
関
白

に
運
動
し
て
も
ら
っ
て
つ
い
に
勅
許
を
得
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
も
も
ち
ろ
ん
多

額
の
運
動
費
を
使
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
基
衡
は
ま
た
藤
関
白
忠
実
の
荘
園
を
管
理
し
て
お
っ
た
が
、
忠
実
そ
の
年
貢

の
増
徴
を
命
じ
て
多
年
悶
着
を
重
ね
て
お
っ
た
。
久
安
四
年
に
忠
実
が
そ
の
う

ち
高
鞍
・
大
曾
禰
・
本
良
・
屋
代
・
遊
佐
の
五
荘
を
左
大
臣
頼
長
に
譲
っ
た
に

つ
い
て
、
頼
長
は
そ
の
年
貢
に
非
常
な
値
上
を
命
じ
た
。

　
庄
名
　
　
　
　
本
年
貢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
徴
年

　
貢

　
高
鞍
庄
　
　
金
十
両
、
布
二
百
反
、
細
布
十
反
、
馬
二
疋
　
　
　
金
五
十
両
、

　
布
千
段
、
馬
三
疋

　
大
曾
禰
庄
　
布
二
百
反
、
馬
二
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
七
百
反
、

　
馬
二
疋

　
本
良
庄
　
　
金
十
両
、
馬
二
疋
、
預
所
分
金
五
両
、
馬
一
疋
　
　
金
五
十
両
、

　
布
二
百
反
、
馬
四
疋

　
屋
代
庄
　
　
布
百
反
、
漆
一
斗
、
馬
二
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
二
百
反
、

　
漆
二
斗
、
馬
三
疋

　
遊
佐
庄
　
　
金
五
両
、
鷲
羽
三
尻
、
馬
一
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
金
十
両
、

　
鷲
羽
十
尻
、
馬
二
疋

　
一
躍
二
倍
な
い
し
五
倍
に
引
き
上
げ
ん
と
し
た
も
の
で
、
近
ご
ろ
強
慾
な
家

主
が
借
家
人
を
馬
鹿
に
し
て
、
無
法
な
値
上
げ
を
命
ず
る
よ
り
も
い
っ
そ
う
は

な
は
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
基
衡
も
と
よ
り
こ
れ
に
応
じ
な
い
。
人
を
代
え

て
折
衝
の
結
果
、
基
衡
も
い
く
ら
か
の
増
徴
を
諾
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

内
幕
に
つ
い
て
面
白
い
記
事
が
頼
長
の
日
記
、
仁
平
三
年
九
月
十
四
日
条
に
見

え
る
。

　
　
故
成
佐
諫
曰
、
匈
奴
無
道
、
不
必
受
君
命
。
是
以
禅
閤
（
忠
実
）
時
、
度

　
々
雖
有
其
議
、
不
能
果
遂
。
昔
孝
文
皇
帝
時
、
南
越
尉
他
自
立
為
帝
。
帝
召

　
責
他
兄
弟
、
以
徳
懐
之
。
他
遂
称
臣
。
与
匈
奴
結
和
親
、
而
背
約
入
盗
、
令

　
辺
備
守
、
不
発
兵
深
入
、
悪
煩
百
姓
。
漢
家
日
減
。
匈
奴
唯
以
仁
懐
之
。
未

　
得
以
威
畏
之
。
若
欲
果
其
事
、
基
衡
遂
不
聴
之
。
君
将
失
威
於
東
土
、
遺
嘲

　
於
後
昆
。
願
君
熟
察
焉
。
成
隆
朝
臣
俊
通
陳
曰
、
基
衡
以
本
数
進
年
貢
之
時
、

　
若
不
受
之
、
基
衡
必
増
之
。
縦
不
及
定
仰
之
数
、
何
無
所
増
。
又
基
衡
必
阿

　
‐
媚
奥
竈
、
運
不
増
之
籌
。
願
君
勿
和
親
矣
。
成
佐
白
、
少
不
増
之
、
二
子
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求
小
利
不
顧
。
君
若
従
其
言
、
必
有
後
悔
焉
。
余
従
成
隆
・
俊
通
之
諫
。
果

　
如
其
言
。
成
佐
所
言
雖
巧
、
慮
不
及
二
子
。

　
成
佐
は
基
衡
を
匈
奴
と
い
っ
て
い
る
。
い
か
に
東
奥
の
夷
狄
と
は
い
い
な
が

ら
、
か
な
り
馬
鹿
に
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
基
衡
の
妻
は
安
倍
宗
任
の
女
で
、

毛
越
寺
の
境
内
に
観
自
在
王
院
を
建
立
し
た
。
四
壁
に
洛
陽
霊
地
の
名
所
を
図

絵
し
銀
を
も
っ
て
仏
壇
を
作
り
、
高
欄
は
磨
金
な
り
と
あ
る
。
ま
た
小
阿
弥
陀

堂
を
建
て
、
障
子
色
紙
形
に
参
議
藤
原
教
長
の
染
筆
を
請
う
た
と
も
あ
る
。

　
基
衡
の
子
秀
衡
は
父
に
襲
い
で
さ
ら
に
成
金
振
り
を
発
揮
し
た
。
彼
は
無
量

光
院
を
建
立
し
て
、
院
内
の
荘
厳
こ
と
ご
と
く
宇
治
平
等
院
を
摸
し
た
と
あ
る
。

そ
の
他
、
東
大
寺
大
仏
殿
再
興
の
時
の
ご
と
き
も
、
彼
は
実
に
第
一
番
に
勧
進

に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
吾
妻
鏡
』
に
も
、
秀
衡
父
の
譲
り
を
得
て
、
絶

を
継
ぎ
廃
を
興
し
、
将
軍
の
宣
旨
を
被
り
て
以
降
、
官
禄
父
祖
に
越
え
、
栄
耀

子
弟
に
及
ぶ
と
あ
る
。
清
衡
・
基
衡
・
秀
衡
三
代
間
約
百
年
、
造
立
す
る
と
こ

ろ
の
堂
塔
幾
千
万
宇
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
と
も
あ
る
。
当
時
奥
州
平
泉
の
文

化
は
、
実
に
京
都
に
つ
ぐ
ほ
ど
の
勢
い
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
彼
が
父
祖
の

余
徳
に
よ
っ
て
奥
羽
に
雄
視
し
、
一
方
で
は
ま
す
ま
す
京
都
に
接
近
を
図
り
つ

つ
、
隠
然
半
独
立
国
の
状
態
を
な
し
、
や
は
り
心
あ
る
公
家
を
し
て
憤
慨
せ
し

め
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
事
実
か
ら
で
も
察
せ
ら
れ
る
。
嘉
応
二
年
五
月
二
十

七
日
、
彼
は
鎮
守
府
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
当
時
右
大
臣
で
あ
っ
た
兼
実
は
、

そ
の
日
記
『
玉
葉
』
に
こ
れ
を
記
し
て
、

　
　
奥
州
夷
狄
秀
平
、
任
鎮
守
府
将
軍
。
乱
世
之
基
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
け
だ
し
当
時
の
太
政
入
道
浄
海
に
賄
し
て
得
た
と
こ
ろ
か
、
あ

る
い
は
後
白
河
法
皇
に
取
り
入
り
奉
っ
た
結
果
か
。
と
も
か
く
兼
実
自
身
に
お

い
て
は
内
心
不
服
で
あ
っ
た
こ
と
に
相
違
な
い
。
し
か
も
彼
ま
た
夷
狄
の
こ
の

黄
金
の
力
に
対
し
て
、
こ
れ
を
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
の
後
十
一
年
、
養
和
元
年
八
月
十
五
日
に
至
っ
て
、
秀
衡
は
つ
い
に
陸
奥

守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
清
盛
の
薨
後
そ
の
子
宗
盛
が
、
秀
衡
を
し
て
頼
朝

の
背
後
を
襲
わ
し
め
ん
と
の
計
策
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
が
、
朝
廷
に
と
っ
て

は
非
常
な
果
断
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
鎮
守
府
将
軍
の
こ

と
は
そ
の
前
例
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
陸
奥
守
と
す
る
と
の
こ
と

は
、
名
実
と
も
に
奥
州
を
夷
狄
に
委
任
し
て
し
ま
う
訳
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
兼
実
は
む
ろ
ん
内
々
こ
れ
に
反
対
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
ま
た
こ
れ
を

い
か
ん
と
も
す
る
能
わ
ず
、
つ
い
に
こ
の
議
定
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
玉
葉
』

こ
れ
を
記
し
て
曰
く
、

　
　
此
事
先
日
有
議
定
事
也
。
天
下
之
恥
何
事
如
之
哉
。
可
悲
々
々
。

と
。
い
わ
ゆ
る
そ
の
先
日
の
議
定
な
る
も
の
は
同
月
六
日
の
条
に
、

　
　
関
東
賊
徒
（
頼
朝
）
猶
未
及
追
討
。
余
勢
強
大
之
故
也
。
以
京
都
官
兵
、

　
輒
難
攻
落
歟
。
仍
以
陸
奥
住
人
秀
平
可
被
任
彼
国
史
判
之
由
、
前
大
将
（
平

　
宗
盛
）
所
申
行
也
。
件
国
素
大
略
虜
掠
。
然
者
拝
任
何
事
之
有
哉
。
如
何
。

　
…
…
。

　
　
余
申
云
。
追
討
之
間
事
、
偏
大
将
軍
之
最
也
。
而
前
大
将
被
申
計
之
趣
不

　
可
及
異
議
。
然
者
秀
平
任
奥
州
、
何
事
之
有
哉
。
凡
此
事
等
、
惣
以
非
道
理

　
之
所
推
。
事
已
難
治
。
仍
不
顧
後
害
、
不
知
傍
難
、
為
成
当
時
事
、
可
被
行

　
之
也
。

と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
内
心
、
「
天
下
の
恥
何
事
か
之
に
如
か
ん
や
」
と

悲
し
ん
だ
右
大
臣
兼
実
も
、
後
害
を
顧
み
る
に
い
と
ま
な
く
、
傍
難
の
有
無
を

も
考
え
ず
、
や
む
を
得
ず
素
直
に
同
意
を
表
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
宗
盛

が
推
挙
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
に
至
っ
て
は
、
す
で
に
大
半
虜
掠
さ
れ
て
い
る

陸
奥
国
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
今
さ
ら
惜
し
む
に
は
足
ら
ぬ
と
い
う
に
至
っ
て
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は
沙
汰
の
限
り
で
あ
る
が
、
当
時
の
事
情
は
実
際
そ
の
押
領
虜
掠
を
認
め
ね
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
頼
朝
の
勃
興
に
対
し
て
京
都
で
か
く
ま
で
し
て
、

こ
の
富
強
な
る
秀
衡
を
懐
柔
し
、
そ
の
後
背
を
攻
め
し
め
よ
う
と
試
み
た
の
は

当
然
の
所
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
こ
の
年
二
月

（
あ
る
い
は
閏
二
月
）
お
よ
び
四
月
の
両
度
、
頼
朝
追
討
の
院
宣
を
秀
衡
に
下

さ
れ
た
と
あ
っ
て
、
そ
の
四
月
二
十
八
日
附
の
全
文
ま
で
が
載
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
秀
衡
は
、
「
兵
衛
佐
（
頼
朝
）
に
は
草
木
も
靡
い
て
た
や
す
く
傾

け
難
か
り
け
れ
ば
、
由
な
し
と
て
止
み
ぬ
」
と
あ
る
が
、
し
か
し
秀
衡
が
頼
朝

の
た
め
に
は
一
大
敵
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
頼
朝
が
容
易
に

鎌
倉
を
去
る
能
わ
ざ
り
し
事
情
は
主
と
し
て
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
の
二
月
の
院
宣
と
い
う
も
事
実
で
あ
っ
て
、
『
玉
葉
』
こ
の
年
三
月
十
二
日

の
条
に
、

　
　
秀
衡
進
宣
旨
請
文
。
其
状
云
、
廻
籌
策
於
魚
麗
之
陣
、
払
賊
徒
於
鳥
塞
之

　
辺
。
云
云
。

と
あ
る
。
し
か
も
そ
の
次
に
、
「
然
而
専
難
信
用
者
歟
云
々
」
と
も
あ
っ
て
、

果
し
て
秀
衡
が
こ
れ
に
応
ず
べ
き
か
否
か
は
京
都
に
お
い
て
疑
問
で
あ
っ
た
。

同
月
一
日
の
条
に
も
、

　
　
伝
聞
、
秀
平
可
追
‐
討
頼
朝
之
由
、
進
脚
力
、
令
申
前
大
将
（
宗
盛
）
。

　
不
経
院
奏
、
直
示
報
状
了
。
早
々
可
攻
落
之
由
也
。
但
秀
平
全
不
動
揺
。
只

　
以
詞
如
此
令
申
許
也
。
云
云
。

と
あ
る
。
し
か
も
ま
た
十
七
日
条
に
は
、

　
　
伝
聞
、
秀
平
為
責
頼
朝
、
軍
兵
二
万
余
騎
出
白
河
関
外
。
因
茲
武
蔵
・
相

　
模
武
勇
之
輩
、
背
頼
朝
了
。
仍
頼
朝
帰
‐
住
安
房
国
城
了
云
云
。

な
ど
と
都
合
の
よ
い
風
聞
を
記
し
、
四
月
二
十
一
日
の
条
に
は
、
頼
朝
が
秀
衡

の
女
を
聚
る
べ
き
約
束
を
な
し
、
い
ま
だ
そ
の
こ
と
を
遂
げ
ず
、
関
東
諸
国
一

人
と
し
て
頼
朝
の
旨
に
乖
く
者
な
し
な
ど
と
、
全
く
反
対
の
風
聞
な
ど
も
見
え

て
い
る
。
木
曾
義
仲
が
北
国
よ
り
京
都
に
入
り
て
、
平
家
西
海
に
没
落
す
る
や
、

多
年
田
舎
に
の
み
生
い
立
っ
て
毫
も
都
の
手
ぶ
り
に
慣
れ
ず
、
武
骨
一
遍
の
み

の
彼
義
仲
は
、
戦
勝
の
武
勇
に
心
驕
り
て
公
家
に
対
し
て
傲
慢
な
る
挙
動
が
多

か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
大
兵
を
京
都
に
擁
し
て
そ
の
糧
食
の
供
給
に
苦
し
み
、

所
在
掠
奪
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
、
は
て
は
農
民
の
青
麦
を
刈
り
て
馬
糧
に
供

す
る
に
至
っ
た
の
で
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
上
下
の
怨
府
と
な
っ
た
。
法
皇
は
頼

朝
の
来
っ
て
こ
れ
を
伐
た
ん
こ
と
を
御
希
望
に
な
る
。
義
仲
、
法
皇
を
法
住
寺

殿
に
囲
み
、
つ
い
に
こ
れ
に
逼
り
奉
り
て
征
東
大
将
軍
の
宣
旨
を
得
て
頼
朝
討

伐
の
準
備
を
す
る
、
遠
く
秀
衡
に
ま
で
院
宣
を
申
し
下
し
て
頼
朝
を
夾
撃
せ
ん

と
す
る
。
『
吉
記
』
寿
永
二
年
十
二
月
十
五
日
の
条
に
そ
の
こ
と
が
見
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
ご
と
き
の
有
様
で
、
も
と
六
郡
を
管
領
し
て
富
強
を
極
め
、
王
地
を

押
領
す
る
の
夷
狄
と
し
て
指
斥
せ
ら
れ
た
御
館
藤
原
氏
は
、
秀
衡
に
至
っ
て
は

奥
州
の
大
半
を
虜
掠
し
お
わ
る
の
勢
い
と
な
っ
て
、
は
て
は
朝
廷
で
も
こ
れ
を

認
め
、
頼
朝
を
討
伐
せ
し
む
る
の
必
要
上
よ
り
後
害
を
顧
み
る
の
暇
も
な
く
、

当
時
の
大
臣
を
し
て
「
天
下
の
恥
何
事
か
之
に
如
か
ん
や
」
と
嘆
息
せ
し
め
つ

つ
も
、
つ
い
に
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
奥
州
全
国
を
名
実
と
も
に
そ
の
進
退

の
も
と
に
委
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
頼
朝
が
、
な
ん

ら
か
の
口
実
を
設
け
て
征
夷
の
軍
を
起
さ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
置
か
れ
た
こ

と
は
、
実
際
や
む
を
得
ぬ
行
き
が
か
り
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
三
　
御
館
藤
原
氏
と
そ
の
部
下

　
奥
州
に
お
け
る
藤
原
基
衡
・
秀
衡
等
が
夷
狄
・
匈
奴
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
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と
は
、
上
文
引
け
る
公
家
の
日
記
に
よ
っ
て
も
明
白
な
事
実
で
あ
る
。
し
か
ら

ば
彼
ら
は
果
し
て
俘
囚
す
な
わ
ち
熟
蝦
夷
の
種
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
系

図
の
伝
う
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
正
し
く
田
原
藤
太
秀
郷
の
後
裔
で
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
の
伝
う
る
と
こ
ろ
区
々
で
は
あ
る
が
、
試
み
に
『
続
群
書
類

従
』
所
収
、
「
奥
州
御
館
系
図
」
に
よ
る
と
、

　
　
秀
郷
　
千
常
　
文
脩
┤
文
行
　
公
光
　
公
清
　
秀
清
　
康
清
　
則
清
（
西

　
　
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
└
兼
光
　
正
頼
　
経
清
　
清
衡
┤
基
衡
　
秀
衡
　
泰

　
　
衡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
└
忠
継
┤
継
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
└
忠
信

と
あ
る
。
西
行
法
師
が
秀
郷
の
後
裔
で
あ
る
こ
と
は
、
『
吾
妻
鏡
』
（
文
治
二

年
八
月
十
五
日
条
）
に
、
彼
の
言
と
し
て
、
「
弓
馬
の
事
は
在
俗
の
当
初
憖
に

家
風
を
伝
ふ
と
雖
、
保
延
三
年
八
月
遁
世
之
時
、
秀
郷
朝
臣
以
来
九
代
嫡
家
相

承
の
兵
法
焼
失
す
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
明
か
で
、
し
か
も
同
書
に
、
「
陸
奥
守

秀
衡
入
道
は
上
人
（
西
行
）
の
一
族
な
り
」
と
あ
っ
て
見
れ
ば
、
当
時
す
で
に

秀
衡
が
秀
郷
の
後
裔
で
あ
る
こ
と
が
、
認
め
ら
れ
て
い
た
に
疑
い
は
な
い
。
ま

た
同
書
（
文
治
五
年
九
月
七
日
条
）
に
、
泰
衡
の
郎
従
由
利
八
郎
の
梶
原
景
時

を
罵
倒
す
る
の
言
を
記
し
て
、
「
故
御
館
（
泰
衡
）
は
秀
郷
将
軍
嫡
流
の
正
統

と
し
て
、
已
上
三
代
鎮
守
府
将
軍
の
号
を
汲
む
」
と
あ
っ
て
見
れ
ば
、
奥
州
に

お
い
て
も
か
く
主
張
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
伝
う
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
秀
郷
は
左
大
臣
藤
原
魚
名
の
後
裔
だ
と
あ
る
。
こ

の
系
図
に
は
も
ち
ろ
ん
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
。
彼
れ
あ
る
い
は
本
来
東
国
の

土
豪
た
る
東

人







で
あ
っ
て
、
系
図
を
名
家
に
仮
托
し
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
ま
た
そ
の
後
と
称
す
る
御
館
藤
原
氏
は
、
『
陸
奥
話
記
』
に
よ
る
と
、

源
頼
義
が
清
衡
の
父
経
清
を
責
め
て
「
汝
先
祖
相
伝
予
が
家
僕
た
り
。
し
か
し

て
年
来
朝
威
を
忽
諸
し
、
旧
主
を
蔑
如
す
、
大
逆
無
道
な
り
」
と
い
っ
て
お
り
、

『
吾
妻
鏡
』
に
も
、
頼
朝
勅
許
を
得
ず
し
て
泰
衡
を
討
伐
す
る
時
の
口
実
の
一

に
、
「
泰
衡
は
累
代
の
御
家
人
の
遺
跡
を
受
け
継
げ
る
者
な
り
」
と
あ
る
に
よ

れ
ば
、
も
と
は
源
氏
の
家
人
の
家
柄
で
あ
っ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
あ
る
い
は

そ
の
家
ま
た
祖
先
以
来
東
国
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
東
人
の
一
と
し
て
、
直
接

も
し
く
は
間
接
に
俘
囚
の
胤
を
承
け
て
い
る
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
今
の
研
究
か
ら
は
別
問
題
と
し
て
し
ば
ら
く
保
留
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
と
も
か
く
御
館
藤
原
氏
が
、
系
図
の
示
す
ご
と
く
秀
郷
の
後
裔
で
あ
る
と
し

て
、
さ
ら
に
そ
の
以
後
の
血
統
を
調
べ
て
み
る
と
、
清
衡
の
母
は
俘
囚
長
安
倍

頼
時
の
女
で
、
こ
の
時
す
で
に
彼
が
俘
囚
の
血
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
疑
い
を

容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
と
に
そ
の
母
は
俘
囚
長
清
原
武
貞
の
後
妻
と
な
っ
て
、

子
の
清
衡
は
幼
時
よ
り
そ
の
家
に
養
わ
れ
、
後
に
継
父
武
貞
に
つ
い
で
奥
六
郡

を
管
領
し
た
と
あ
っ
て
み
れ
ば
、
彼
が
他
か
ら
俘
囚
の
家
柄
の
も
の
で
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
に
無
理
は
な
い
。
俘
囚
長
必
ず
し
も
そ
れ
自
身
俘
囚
の
種
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
。
大
伴
大
連
室
屋
の
子
談





が
夷
種
の
軍
隊
た
る
佐
伯

部
の
長
と
な
り
、
佐
伯
宿
禰
の
家
を
起
し
た
か
ら
と
て
あ
え
て
不
思
議
は
な
い

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
平
安
朝
に
お
い
て
夷
俘
の
長
と
指
定
さ
れ
た
も
の

は
、
そ
の
国
の
夷
俘
中
の
人
望
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三

年
六
月
二
日
条
に
、
そ
の
同
類
の
う
ち
心
性
事
を
了
し
、
衆
の
推
服
す
る
と
こ

ろ
の
も
の
一
人
を
択
び
て
こ
れ
が
長
と
な
す
と
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
陸
奥
の

俘
囚
長
た
る
安
倍
氏
、
出
羽
山
北
の
俘
囚
長
た
る
清
原
氏
が
、
ま
た
そ
れ
自
身

俘
囚
の
種
で
あ
る
と
認
定
さ
る
べ
き
理
由
が
な
い
で
も
な
い
。
こ
と
に
安
倍
氏

の
ご
と
き
は
、
み
ず
か
ら
先
住
民
族
た
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
ら
し
く
解
せ
ら

れ
る
。
そ
は
そ
の
子
孫
な
り
と
自
称
す
る
秋
田
安
東
氏
が
、
み
ず
か
ら
長
髄
彦

8奥州における御館藤原氏



の
兄
の
後
裔
な
る
こ
と
を
主
張
し
、
秋
田
実
季
の
文
書
に
も
そ
れ
が
歴
然
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
解
せ
ら
れ
よ
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
安
倍
氏
が
夷
種
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
は
多
く
、
か
つ
て
自

著
『
読
史
百
話
』
に
お
い
て
こ
れ
を
述
べ
、
後
に
『
国
学
院
雑
誌
』
上
の
弁
駁

に
対
し
て
、
同
誌
第
十
九
巻
第
十
一
号
に
お
い
て
述
べ
て
お
い
た
通
り
で
あ
る
。

ま
た
清
原
氏
の
ご
と
き
も
当
時
夷
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
か
つ

て
『
歴
史
地
理
』
第
二
十
巻
第
四
号
の
誌
上
に
「
夷
人
清
原
武
則
」
と
題
し
て

述
べ
て
お
い
た
。
し
か
ら
ば
そ
の
安
倍
頼
時
の
女
を
母
と
し
、
清
原
武
貞
を
継

父
と
し
て
そ
の
跡
目
を
相
続
し
た
藤
原
清
衡
が
、
そ
れ
自
身
俘
囚
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
に
不
思
議
は
な
か
る
べ
き
で
あ
る
。
後
世
に
も
和
人
が
ア
イ
ヌ
の
入

婿
と
な
っ
て
、
そ
の
酋
長
と
し
て
活
躍
し
た
例
も
な
い
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
彼

は
中
尊
寺
を
建
立
し
、
そ
の
本
尊
仏
に
対
し
て
「
願
文
」
を
捧
ぐ
る
や
、
み
ず

か
ら
そ
の
俘
囚
な
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
弟
子
は
東
夷
の
遠
酋
な
り
。
生
れ
て
聖
代
の
征
戦
な
き
に
あ
ひ
、
長
く
明

　
時
の
仁
恩
多
き
に
属
す
。
蛮
陬
夷
落
之
が
為
に
事
少
く
、
虜
陣
戎
庭
之
が
為

　
に
虞
れ
ず
。
斯
の
時
に
当
り
て
弟
子
苟
く
も
祖
考
の
余
業
を
資
け
、
謬
つ
て

　
俘
囚
の
上
頭
に
居
る
。

　
彼
は
実
に
東
夷
の
遠
酋
で
あ
り
、
父
祖
の
余
業
を
承
け
て
俘
囚
の
上
頭
に
い

た
も
の
に
相
違
な
い
の
で
あ
っ
た
。
よ
し
や
そ
の
系
図
が
な
ん
と
言
っ
て
お
ろ

う
と
も
、
当
時
に
お
い
て
な
ん
と
公
称
し
て
お
ろ
う
と
も
、
仏
に
対
し
て
み
ず

か
ら
告
白
し
た
こ
の
事
実
の
み
は
争
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
ら
ば
そ
の
部
下
の
民
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
今
か
り

に
一
歩
を
譲
っ
て
、
清
衡
は
事
実
秀
郷
の
後
裔
で
あ
り
、
秀
郷
は
魚
名
の
後
裔

で
あ
る
こ
と
が
疑
い
な
し
と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
男
系
相
続
を
の
み
認
む
る

わ
が
古
俗
に
随
っ
て
、
そ
の
家
柄
が
か
く
の
ご
と
し
と
い
う
の
み
に
止
ま
っ
て
、

俘
囚
の
血
を
混
じ
、
俘
囚
の
跡
目
を
相
続
し
、
俘
囚
の
首
領
と
な
っ
て
い
た
こ

と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
彼
の
部
下
が
明
か
に
当
時
蛮

陬
夷
落
で
あ
り
、
虜
陣
戎
庭
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
仏
に
対
す
る
詐
ら
ざ
る

告
白
に
よ
っ
て
争
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
源
行
家
が
伊
勢
大
神
宮
に

捧
げ
た
「
願
文
」
に
後
三
年
の
役
の
こ
と
を
述
べ
て
、
「
祖
父
義
家
…
…
国
家

の
為
に
不
忠
武
衡
・
家
衡
等
を
討
じ
、
威
を
東
夷
に
振
ひ
名
を
西
洛
に
上
げ
、

…
…
皇
威
夷
域
に
及
び
仁
恩
一
天
に
普
ね
し
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
時
代
は

や
や
違
う
が
や
は
り
奥
羽
の
地
を
も
っ
て
夷
域
と
な
し
、
そ
の
住
人
を
東
夷
と

称
し
た
も
の
で
あ
る
。
降
っ
て
東
大
寺
の
重
源
が
平
重
衡
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た

大
仏
殿
の
再
建
を
企
つ
る
や
、
第
一
に
大
檀
那
と
し
て
施
主
に
仰
い
だ
の
は
こ

の
夷
域
た
る
蛮
陬
夷
落
虜
陣
戎
庭
で
あ
っ
た
。
当
時
こ
れ
に
長
た
る
東
夷
の
富

豪
藤
原
秀
衡
は
、
西
行
法
師
の
一
族
で
あ
っ
た
の
で
、
西
行
は
そ
の
一
族
の
縁

を
辿
っ
て
、
は
る
ば
る
と
勧
進
に
赴
い
た
の
で
あ
っ
た
（
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二

年
八
月
十
六
日
条
）
。
し
か
し
て
秀
衡
ま
ず
こ
れ
に
応
じ
て
奥
羽
の
民
こ
れ
に

な
ら
い
、
次
第
に
他
の
諸
国
に
及
ん
だ
と
あ
る
。
そ
れ
を
「
東
大
寺
造
立
供
養

記
」
に
は
、

　
　
東
は
毛
人
の
域
に
勧
進
し
て
夷
類
等
随
分
の
奉
加
あ
り
。
是
れ
一
の
不
思

　
議
な
り
。
爰
に
奥
州
の
猛
者
藤
原
秀
平
真
人
、
殊
に
慇
懃
の
志
を
抽
で
、
専

　
ら
知
識
の
方
便
を
廻
ら
す
な
り
。
真
人
の
忠
節
に
よ
つ
て
奥
州
の
結
縁
を
尽

　
く
し
、
爾
よ
り
以
降
一
天
四
海
次
第
に
結
縁
す
る
な
り
。

と
書
い
て
あ
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
奥
羽
の
民
は
、
実
に
夷
類
と
し
て
認
め
ら

れ
、
そ
の
地
は
実
に
毛
人
の
域
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
言
う

ま
で
も
な
く
毛
人
と
は
ア
イ
ヌ
族
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
秀
衡
は
実
に
そ

の
父
祖
の
業
を
つ
い
で
、
そ
の
夷
類
ら
の
上
頭
に
お
り
、
毛
人
の
域
を
管
領
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
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文
治
五
年
藤
原
氏
滅
ん
で
、
頼
朝
は
葛
西
清
重
を
し
て
奥
州
を
管
領
せ
し
め

た
。
し
か
も
こ
の
夷
地
に
は
普
通
の
行
政
を
施
す
こ
と
が
出
来
難
い
事
情
が
あ

っ
た
も
の
と
見
え
、
同
年
十
月
一
日
の
国
府
庁
の
張
紙
に
は
、
「
国
中
の
事
に

於
て
は
秀
衡
・
泰
衡
の
先
例
に
任
せ
、
其
の
沙
汰
を
致
す
べ
き
も
の
な
り
」
と

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
出
羽
に
お
い
て
留
守
所
の
吏
員
は
従
来

の
慣
例
に
背
き
、
地
頭
の
間
田
を
検
出
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
た
め
に
地
頭
ら

の
愁
訴
と
な
り
、
同
月
二
十
四
日
大
江
広
元
の
名
を
も
っ
て
、
出
羽
留
守
所
宛

に
左
の
命
令
が
執
達
さ
れ
た
。

　
当
国
撿
注
之
間
、
可
被
倒
所
々
地
頭
間
田
之
由
事
、
尤
驚
聞
食
。
於
出
羽
陸

　
奥
者
依
為
夷
之
地
、
度
々
新
制
に
も
除
訖
、
偏
守
古
風
更
無
新
儀
。
然
者
件

　
間
田
等
、
何
被
停
廃
哉
。
有
公
田
之
外
間
田
者
、
如
年
来
に
て
不
可
有
相
違

　
之
旨
、
依
鎌
倉
殿
仰
執
達
如
件
。

　
　
　
十
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
因
幡
守

　
　
　

　
　
　
　
出
羽
留
守
所

　
奥
羽
両
国
に
対
し
て
は
鎌
倉
の
武
威
を
も
っ
て
し
て
も
、
実
際
特
別
行
政
の

必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
て
そ
れ
は
「
夷
之
地
」
な
る
が
た
め
で
あ
っ
た
。

も
っ
て
当
時
の
形
勢
を
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
四
　
頼
朝
奥
州
征
伐
の
顛
末

　
奥
羽
の
地
は
か
つ
て
坂
上
田
村
麻
呂
征
夷
の
偉
勲
に
よ
り
、
今
の
岩
手
県
の

北
部
か
ら
青
森
県
の
東
南
部
、
す
な
わ
ち
爾
薩
体







か
ら
都

母

に
ま
で
皇
威
を
耀

か
し
た
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
、
夷
族
再
び
勢
力
を
恢
復
し
て
、
北

部
地
方
は
い
つ
し
か
そ
の
手
に
落
ち
た
も
の
と
見
え
て
、
延
喜
の
「
民
部
式
」

収
む
る
と
こ
ろ
、
陸
奥
国
府
の
所
管
は
北
方
気
仙
・
胆
沢
・
江
刺
の
地
方
に
限

ら
れ
、
和
賀
・
稗
貫
・
紫
波
・
岩
手
・
閉
伊
等
、
今
の
岩
手
県
の
大
部
分
は
、

も
は
や
国
司
所
管
の
外
に
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
最
も
延
喜
の
「
神
祇
式
」

に
は
斯
波
郡
内
の
官
社
一
社
が
載
せ
ら
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
古
い

「
神
名
帳
」
の
ま
ま
を
収
録
し
た
も
の
で
（
「
延
喜
神
名
帳
」
は
他
に
も
往
時

の
ま
ま
改
め
ざ
る
証
少
か
ら
ず
）
、
当
時
の
実
際
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

の
こ
と
は
、
か
え
っ
て
か
つ
て
は
少
く
も
紫
波
（
斯
波
）
の
地
方
ま
で
も
国
司

の
治
が
及
ん
で
い
た
の
が
、
延
喜
の
こ
ろ
に
は
そ
れ
が
夷
地
に
落
ち
て
、
も
は

や
「
民
部
式
」
か
ら
除
か
れ
た
証
拠
に
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
こ
の
和
賀
以
北
、
稗
貫
・
紫
波
・
岩
手
諸
郡
の
地
を
領
し
た
俘
囚
長

た
る
安
倍
氏
が
、
次
第
に
勢
力
を
南
に
及
ぼ
し
て
『
延
喜
式
』
所
収
の
江
刺
・

胆
沢
の
二
郡
を
も
押
領
し
、
い
わ
ゆ
る
六
郡
を
管
領
し
て
さ
ら
に
衣
川
の
外
に

出
で
、
磐
井
郡
に
ま
で
そ
の
押
領
の
手
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
に
及
ん
で
、
つ
い

に
い
わ
ゆ
る
前
九
年
の
役
の
や
む
能
わ
ざ
る
に
至
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
当
時

い
わ
ゆ
る
六
郡
以
北
の
地
方
、
す
な
わ
ち
今
の
二
戸
・
九
戸
の
諸
郡
か
ら
、
北
、

津
軽
の
地
方
へ
か
け
て
は
、
い
わ
ゆ
る
奥
地
と
し
て
安
倍
氏
に
も
属
せ
ず
、
む

ろ
ん
化
外
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
そ
の
戦
役
の
結

果
は
、
源
頼
義
・
義
家
父
子
前
後
十
二
年
の
苦
闘
の
後
、
よ
う
や
く
出
羽
・
仙

北
の
俘
囚
長
清
原
武
則
兄
弟
の
援
助
に
よ
っ
て
、
安
倍
氏
を
殪
す
を
得
た
の
で

あ
っ
た
が
、
武
則
そ
の
功
に
よ
っ
て
鎮
守
府
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、
出
羽
よ
り
胆

沢
に
移
っ
て
安
倍
氏
旧
領
の
六
郡
を
伝
領
し
、
相
変
ら
ず
そ
の
地
を
俘
囚
の
手

に
委
す
る
の
や
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
否
、
清
原
氏
は
そ
の
勢
力
を

奥
羽
二
州
に
及
ぼ
し
て
、
安
倍
氏
以
上
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
に
相
違

な
い
。

　
さ
れ
ば
義
家
が
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
そ
の
内
訌
に
干
渉
し
、
つ
い
に
い
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わ
ゆ
る
後
三
年
の
役
を
生
ず
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
た
実
際
や
む
を
得
ざ

る
次
第
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
そ
の
結
果
は
前
役
と
同
様
で

あ
っ
て
、
五
年
間
の
戦
争
の
末
に
よ
う
や
く
清
原
氏
を
殪
す
こ
と
が
出
来
た
だ

け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
た
め
に
そ
の
地
を
国
司
支
配
の
下
に
移
す
に
は
至
ら
ず
、

相
変
ら
ず
俘
囚
な
る
藤
原
清
衡
が
、
清
原
武
貞
の
養
子
と
し
て
、
旧
来
の
六
郡

の
地
を
伝
領
し
、
依
然
と
し
て
そ
の
管
領
に
委
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
要
す
る
に
前
九
・
後
三
の
両
役
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
前
門
の
虎
を
防
い
で

こ
れ
を
後
門
の
狼
に
譲
り
渡
し
た
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
と
に
清
衡
は
康
保
年
中
そ
の
居
館
を
江
刺
郡
豊
田
館
か
ら
、
さ
ら
に
南
の
方

磐
井
郡
の
平
泉
に
移
し
、
さ
き
に
安
倍
氏
が
衣
川
の
外
に
出
で
ん
と
し
た
と
こ

ろ
を
実
地
に
行
っ
て
、
ま
す
ま
す
南
下
の
形
勢
を
示
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
彼
は
奥
羽
両
国
一
万
余
の
村
に
伽
藍
を
建
て
、
仏
性
燈
油
を
寄
附

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
事
実
そ
の
勢
力
は
、
こ
の
両
州
を
光
被
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
つ
い
で
そ
の
子
基
衡
に
至
っ
て
は
、
果
福
父
に
過
ぎ
て
両
国
を
管
領
し
た
と

も
言
わ
れ
、
遠
く
南
の
方
信
夫
郡
の
検
田
に
つ
い
て
す
ら
、
国
司
に
対
抗
し
て

こ
れ
を
拒
も
う
と
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
か
く
て
秀
衡
そ
の
後
を
承
け
て
奥
州

大
半
を
虜
掠
し
た
と
あ
っ
て
み
れ
ば
、
曩
祖
頼
義
・
義
家
の
正
嫡
を
承
け
て
、

す
で
に
天
下
一
統
の
形
勢
に
あ
る
彼
れ
頼
朝
た
る
も
の
、
い
か
ん
ぞ
そ
の
臥
榻

の
傍
に
お
い
て
、
こ
の
夷
人
の
鼾
睡
を
容
る
す
こ
と
が
出
来
よ
う
や
。
い
わ
ん

や
秀
衡
は
さ
き
に
平
家
の
推
挙
に
よ
り
て
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
公
然
奥
州
を

そ
の
掌
中
に
握
る
こ
と
が
出
来
た
の
み
な
ら
ず
、
院
宣
を
帯
し
て
常
に
そ
の
背

後
を
窺
お
う
と
す
る
の
情
勢
に
あ
る
に
お
い
て
を
や
で
あ
る
。
平
家
、
西
海
に

没
落
し
た
後
に
至
っ
て
も
、
彼
は
義
仲
と
と
も
に
頼
朝
を
夾
撃
す
べ
き
の
院
宣

を
ま
で
帯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
向
う
頼
朝
は
勢
い
朝
敵
の
地
位
に
立

た
な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
で
あ
る
。
頼
朝
た
る
も
の
、
あ
に
こ
れ
を
坐
視
す
る
こ

と
が
出
来
よ
う
。
彼
は
す
で
に
寿
永
元
年
四
月
に
お
い
て
、
文
覚
上
人
を
高
雄

よ
り
請
し
て
相
模
の
江
の
島
に
大
弁
才
天
を
勧
請
し
、
三
七
日
間
の
断
食
の
荒

行
を
ま
で
修
せ
し
め
て
、
秀
衡
調
伏
の
祈
願
を
籠
め
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
彼

が
多
年
征
夷
大
将
軍
の
補
任
を
希
望
し
た
の
も
、
実
に
秀
衡
征
討
の
名
分
を
正

さ
ん
こ
と
を
欲
し
た
が
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
上
文
す
で
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
。

　
し
か
る
に
後
白
河
法
皇
は
、
そ
の
御
在
世
中
つ
い
に
こ
れ
を
許
し
給
わ
な
ん

だ
。
こ
れ
は
法
皇
が
藤
原
氏
を
し
て
鎌
倉
の
勢
力
を
牽
制
せ
し
め
給
わ
ん
と
の

御
下
心
と
、
一
つ
に
は
そ
の
豊
富
な
る
砂
金
そ
の
他
の
物
資
の
貢
献
に
望
み
を

絶
ち
給
わ
ざ
り
し
こ
と
と
に
由
る
も
の
と
察
せ
ら
る
る
由
は
、
ま
た
す
で
に
こ

れ
を
述
べ
た
通
り
で
、
事
実
法
皇
は
最
後
ま
で
も
奥
州
の
砂
金
の
貢
献
を
促
し

給
う
た
の
で
あ
っ
た
。
文
治
五
年
三
月
、
秀
衡
す
で
に
死
し
て
子
泰
衡
家
を
継

ぎ
、
当
時
朝
敵
と
見
做
さ
れ
た
る
義
経
を
隠
慝
扶
持
せ
る
の
罪
に
よ
っ
て
、
ま

さ
に
鎌
倉
の
討
伐
を
受
け
ん
と
す
る
際
に
な
っ
て
ま
で
も
、
法
皇
は
な
お
書
を

鎌
倉
に
下
し
て
、
こ
れ
を
催
促
せ
し
め
給
う
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
月
十
日
附

権
中
納
言
経
房
の
「
奉
書
」
に
、

　
　
奥
州
貢
金
の
事
、
明
年
の
御
元
服
料
と
云
ひ
、
院
中
の
御
用
と
云
ひ
、
旁

　
所
用
等
あ
り
。
而
し
て
泰
衡
空
く
以
て
懈
怠
す
、
尤
も
奇
怪
の
事
な
り
。
早

　
く
催
進
せ
し
め
給
ふ
べ
し
。
且
は
又
国
司
に
仰
せ
ら
れ
畢
ん
ぬ
。

と
あ
る
。
当
時
朝
廷
で
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
御
元
服
に
も
、
ま
た
院
中
の
諸
雑

用
に
も
、
実
に
こ
の
藤
原
氏
の
貢
金
を
当
て
に
し
て
居
給
う
た
の
で
あ
っ
た
の

だ
。
か
か
る
次
第
で
あ
っ
た
か
ら
、
法
皇
が
最
後
ま
で
も
頼
朝
に
許
す
に
、
征

夷
大
将
軍
の
号
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
憚
り
給
う
た
に
御
無
理
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
頼
朝
が
ま
す
ま
す
勢
力
を
得
る
と
と
も
に
、
そ
の
圧
迫
の
手
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は
次
第
に
奥
州
に
も
加
え
ら
れ
た
。
平
家
滅
亡
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
文
治
二
年

に
至
っ
て
、
従
来
秀
衡
よ
り
朝
廷
へ
貢
進
す
る
砂
金
そ
の
他
の
物
資
は
、
爾
今

必
ず
頼
朝
の
手
を
経
由
す
べ
く
、
左
の
書
面
を
秀
衡
に
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
御
館
は
奥
六
郡
の
主
、
予
は
東
海
道
の
惣
官
な
り
。
尤
も
魚
水
の
思
を
な

　
す
べ
し
。
但
行
程
を
隔
て
て
信
を
通
ぜ
ん
と
欲
す
る
に
所
な
し
。
又
貢
馬
・

　
貢
金
の
如
き
は
、
国
土
の
貢
た
り
。
予
争
で
か
管
領
せ
ざ
ら
ん
や
。
当
年
よ

　
り
早
く
予
伝
達
す
べ
し
。
且
勅
定
の
趣
を
守
る
所
な
り
。
云
々
。

　
こ
れ
に
対
し
て
秀
衡
も
も
は
や
こ
れ
を
拒
む
に
由
な
く
、
四
月
「
請
文
」
を

送
っ
て
、
貢
馬
・
貢
金
等
は
ま
ず
鎌
倉
に
沙
汰
し
進
む
べ
く
、
京
都
に
伝
進
す

べ
き
の
由
承
諾
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
頼
朝
い
か
に
東
海
道
の
惣
官
た
り
と
も
、

国
家
の
公
道
を
経
由
し
て
貢
物
を
朝
廷
に
送
る
に
干
渉
す
べ
き
道
理
は
な
い
は

ず
で
あ
る
が
、
彼
は
な
お
か
つ
て
藤
原
基
経
が
、
万
機
巨
細
皆
太
政
大
臣
に
関

白
し
て
、
し
か
し
て
後
に
奏
下
せ
よ
と
の
詔
を
受
け
て
、
天
皇
と
臣
民
と
の
間

に
関
白
と
い
う
一
の
障
屏
を
設
け
、
直
接
上
下
の
疏
通
す
る
こ
と
な
き
に
至
ら

し
め
た
と
同
じ
よ
う
に
、
天
下
の
武
家
は
ま
ず
こ
と
ご
と
く
鎌
倉
を
経
由
し
て
、

し
か
し
て
後
に
朝
廷
と
の
関
係
を
保
た
し
め
ん
と
し
た
政
策
の
強
行
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
彼
は
す
で
に
平
家
滅
亡
の
前
か
ら
、
武
家
の
官
位
は
必
ず
そ
の
推

挙
に
よ
る
べ
き
こ
と
に
定
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
義
経
は
元
暦
元
年
八
月
に
、
そ
の
手
続
き
を
経
ず
し
て
左
衛
門
少

尉
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
た
め
に
、
は
な
は
だ
し
く
頼
朝
の
忿
怨
を
招
き
、
後
つ
い

に
頼
朝
よ
り
朝
敵
と
し
て
追
捕
の
宣
旨
を
申
し
下
さ
る
る
こ
と
と
ま
で
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
る
に
義
経
は
巧
み
に
そ
の
捜
索
の
手
か
ら
免
れ
、
は
る
ば
る

奥
州
に
潜
行
し
て
秀
衡
に
頼
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
頼
朝
に
と
っ
て
は
実

に
勿
怪
の
幸
い
で
、
彼
は
た
め
に
秀
衡
討
伐
の
良
い
口
実
を
得
た
訳
で
あ
る
。

も
し
強
い
て
推
測
を
こ
の
間
に
逞
し
う
し
た
な
ら
ば
、
な
お
将
棊
の
雪
隠
詰
と

同
一
の
筆
法
を
も
っ
て
、
義
経
が
少
年
の
さ
い
扶
持
さ
れ
た
る
関
係
を
た
ど
っ

て
、
こ
こ
に
落
ち
行
く
べ
く
暗
に
導
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

　
と
も
か
く
も
義
経
が
秀
衡
に
頼
っ
た
こ
と
は
、
鎌
倉
に
奥
州
討
伐
の
良
い
口

実
を
与
え
た
も
の
で
、
頼
朝
奏
請
し
て
し
ば
し
ば
院
庁
下
文
を
申
し
下
し
、
秀

衡
は
凶
賊
義
経
を
扶
持
し
て
反
逆
を
起
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
征
伐
せ
ん

こ
と
を
希
望
し
た
が
、
朝
廷
で
は
単
に
義
経
を
搦
め
進
ず
べ
き
旨
を
下
知
し
給

う
の
み
で
、
奥
州
討
伐
の
こ
と
は
ど
う
し
て
も
お
許
し
が
な
い
。
そ
の
う
ち
に

秀
衡
死
し
て
、
子
泰
衡
は
鎌
倉
の
威
に
恐
れ
、
文
治
五
年
閏
四
月
三
十
日
、
不

意
に
義
経
の
居
館
を
襲
う
て
こ
れ
を
殺
し
た
。
か
く
て
そ
の
飛
脚
が
五
月
二
十

二
日
鎌
倉
に
到
着
し
、
こ
れ
を
京
都
に
奏
上
し
た
に
つ
い
て
、
六
月
八
日
到
来

の
経
房
の
返
報
に
、
義
経
誅
戮
の
こ
と
法
皇
の
こ
と
に
悦
び
聞
こ
し
め
す
と
こ

ろ
で
、
義
経
滅
亡
の
う
え
は
国
中
定
め
て
静
謐
な
る
べ
く
、
も
は
や
弓
箭
を
袋

に
す
べ
き
も
の
な
る
こ
と
の
御
沙
汰
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
こ
と
に
当

然
の
御
意
で
、
頼
朝
の
強
請
に
よ
っ
て
朝
敵
と
な
っ
た
義
経
だ
に
す
で
に
殺
さ

れ
た
う
え
は
、
泰
衡
は
む
し
ろ
そ
の
功
を
賞
せ
ら
る
べ
く
、
討
伐
を
受
く
べ
き

所
由
は
な
か
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
が
、
頼
朝
の
真
意
は
義
経
誅
戮
よ
り
も
む
し

ろ
奥
州
征
伐
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

　
そ
こ
で
彼
は
直
ち
に
出
征
の
準
備
に
着
手
し
、
六
月
六
日
に
は
北
条
時
政
の

所
願
と
し
て
、
奥
州
征
伐
の
こ
と
を
祈
ら
ん
が
た
め
に
伊
豆
北
条
の
地
に
願
成

就
院
の
営
作
を
始
め
、
ま
た
京
都
に
向
っ
て
は
し
き
り
に
追
討
の
宣
旨
を
奏
請

す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
法
皇
は
、
関
東
の
欝
陶
黙
止
難
し
と
い
え
ど

も
、
義
経
は
す
で
に
誅
せ
ら
れ
、
こ
と
に
今
年
は
造
大
神
宮
の
上
棟
、
大
仏
寺

の
造
営
等
、
種
々
の
差
障
り
あ
る
の
ゆ
え
を
も
っ
て
依
然
と
し
て
お
許
し
が
な

く
、
せ
め
て
は
本
年
だ
け
猶
予
せ
よ
と
お
求
め
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る

に
鎌
倉
に
は
す
で
に
奥
州
征
伐
の
兵
士
が
続
々
参
集
し
て
、
そ
の
数
は
や
く
も
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一
千
に
及
び
、
今
さ
ら
こ
れ
を
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
こ

と
奏
聞
を
経
て
い
ま
だ
勅
許
を
得
な
い
と
は
い
え
、
軍
中
に
あ
っ
て
は
将
軍
の

令
を
聞
き
、
天
子
の
詔
を
聞
か
ず
と
も
い
う
こ
と
が
あ
る
。
い
わ
ん
や
泰
衡
は

源
家
累
代
の
家
人
の
遺
跡
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
れ
ば
、
綸
旨
を
下
さ
れ
ず

と
い
え
ど
も
治
罰
を
加
う
る
に
不
思
議
は
な
い
。
こ
と
に
群
参
の
軍
士
鎌
倉
に

数
日
を
費
し
て
は
、
還
っ
て
諸
人
の
煩
と
な
る
、
速
か
に
発
向
然
る
べ
し
と
い

う
理
由
を
も
っ
て
、
叡
旨
に
反
し
て
つ
い
に
七
月
十
九
日
、
頼
朝
自
身
出
征
の

途
に
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
京
都
に
お
い
て
も
今
さ
ら
や
む
を
得
ぬ
こ

と
と
思
召
さ
れ
て
、
同
じ
日
附
を
も
っ
て
泰
衡
追
討
の
「
宣
旨
」
を
下
さ
れ
た
。

そ
の
文
に
、

　
　
陸
奥
国
住
人
泰
衡
等
、
梟
心
性
を
稟
け
辺
境
に
雄
張
す
。
或
は
賊
徒
を
容

　
隠
し
て
猥
に
野
心
を
同
じ
う
し
、
或
は
詔
使
に
対
捍
し
て
朝
威
を
忘
る
る
が

　
如
し
。
結
構
の
至
り
既
に
逆
節
に
渉
る
者
か
。
し
か
の
み
な
ら
ず
奥
州
・
出

　
羽
の
両
国
を
掠
籠
し
、
公
田
・
庄
田
の
乃
貢
を
輸
せ
ず
、
恒
例
の
仏
神
事
、

　
納
官
封
家
の
諸
済
物
、
其
の
勤
め
空
し
く
忘
れ
、
其
の
用
欠
け
ん
と
欲
す
。

　
姧
謀
一
に
あ
ら
ず
、
厳
科
遁
れ
難
し
。
冀
く
は
正
二
位
源
朝
臣
に
仰
せ
て
、

　
其
の
身
を
征
伐
し
、
永
く
後
の
濫
を
断
た
ん
。

と
あ
る
。
こ
の
「
宣
旨
」
が
奥
州
に
お
い
て
頼
朝
の
陣
営
に
到
着
し
た
の
は
、

す
で
に
泰
衡
が
殺
さ
れ
た
よ
り
も
六
日
の
後
、
す
な
わ
ち
九
月
九
日
で
あ
っ
た
。

あ
る
い
は
戦
争
の
形
勢
泰
衡
に
不
利
な
る
を
知
っ
て
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
さ
き
に
数
回
頼
朝
討
伐
の
「
院
宣
」
を
下
し
給
う
た
後
白
河
法

皇
か
ら
、
ま
た
半
月
前
ま
で
泰
衡
追
討
を
猶
予
す
べ
く
諭
し
給
う
た
後
白
河
法

皇
か
ら
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
こ
の
討
伐
の
命
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、

実
力
を
有
す
る
武
家
と
虚
位
を
擁
す
る
公
家
と
の
当
時
の
関
係
が
よ
く
推
測
せ

ら
れ
て
、
頼
朝
が
将
軍
の
府
に
お
い
て
永
続
的
軍
政
の
例
を
開
き
、
将
軍
陣
中

に
あ
っ
て
は
王
命
も
奉
ぜ
ざ
る
と
こ
ろ
あ
り
と
の
事
実
を
演
出
す
る
に
至
っ
た

形
勢
も
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
頼
朝
、
奥
州
征
伐
の
決
心
を
固
う
し
、
い
よ
い
よ
そ
の
実
行
に
着
手
す
る
に

至
っ
て
も
、
彼
は
そ
の
敵
の
容
易
な
ら
ざ
る
を
慮
っ
て
、
た
だ
に
武
備
を
厳
に

す
る
の
み
な
ら
ず
、
し
き
り
に
神
仏
の
加
護
を
求
め
た
。
す
で
に
述
べ
た
文
覚

江
の
島
参
籠
と
、
時
政
願
成
就
院
の
建
立
の
ほ
か
に
、
六
月
二
十
八
日
に
は
鶴

岡
放
生
会
を
引
き
上
げ
て
泰
衡
征
伐
の
祈
祷
を
な
し
、
二
十
九
日
に
は
愛
染
明

王
の
像
を
武
蔵
の
慈
光
山
に
送
っ
て
修
法
を
行
わ
し
め
、
七
月
五
日
に
は
駿
河

の
富
士
御
領
帝
釈
院
に
田
地
を
寄
附
し
、
十
八
日
に
は
伊
豆
山
専
光
房
に
仰
せ

て
祈
請
を
凝
ら
し
め
、
た
め
に
梵
宇
建
立
を
命
じ
、
ま
た
出
征
の
途
中
に
は
宇

都
宮
に
奉
幣
し
て
立
願
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
さ
ら
に
鎌
倉
の
留
守
に
お
い
て

は
、
八
月
十
日
、
妻
政
子
が
女
房
数
輩
を
帥
い
て
鶴
岡
に
百
度
詣
を
な
す
な
ど
、

い
ず
れ
も
奥
州
征
伐
御
祈
祷
の
た
め
だ
と
あ
る
。

　
以
上
は
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
る
限
り
で
あ
る
が
、
ま
た
同
じ
八
月
に
京
都
の

東
寺
で
泰
衡
調
伏
の
法
を
修
せ
し
め
た
こ
と
が
『
東
寺
長
者
補
任
』
に
見
え
る

の
に
よ
る
と
、
他
の
社
寺
で
も
定
め
て
同
様
の
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
ま
で
も
彼
は
慎
重
の
態
度
を
執
り
、
前
例
に
な
く
彼
自
身
将
と
し
て
征
途

に
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
泰
衡
の
方
で
は
も
と
闘
志
な
く
、
一
意
恭
順
を
旨

と
し
て
さ
き
に
は
命
の
ま
ま
に
義
経
を
殺
し
、
次
い
で
六
月
二
十
六
日
に
は
弟

泉
三
郎
忠
衡
が
、
義
経
に
同
意
し
て
お
っ
た
と
い
う
理
由
で
こ
れ
を
も
殺
し
た

ほ
ど
で
、
と
う
て
い
百
戦
錬
磨
の
鎌
倉
武
士
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。
八
月
九
日
、

阿
津
賀
志
山
の
守
り
が
ま
ず
破
れ
、
二
十
一
日
に
は
泰
衡
、
平
泉
館
に
火
を
放

っ
て
北
に
遁
れ
、
は
て
は
北
海
道
に
遁
れ
ん
と
す
る
途
中
、
九
月
三
日
、
部
下

河
田
次
郎
の
変
心
に
よ
っ
て
肥
内
郡
贄
柵
で
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
始
め
て
阿

津
賀
志
山
に
戦
を
交
え
て
か
ら
、
わ
ず
か
に
二
十
余
日
、
平
泉
に
百
年
の
栄
華
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を
誇
っ
た
御
館
藤
原
氏
こ
こ
に
滅
び
、
安
倍
氏
以
来
三
代
約
百
四
十
年
間
、
奥

羽
の
中
央
に
蟠
居
し
て
お
っ
た
俘
囚
の
勢
力
は
、
こ
こ
に
始
め
て
そ
の
根
柢
か

ら
覆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
五
　
役
後
の
処
分

　
乱
平
定
の
後
、
頼
朝
は
、
葛
西
三
郎
清
重
を
奉
行
に
任
じ
て
奥
州
の
御
家
人

を
進
退
せ
し
め
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
勇
士
勲
功
の
恩
賞
あ
り
、
翌
年
三
月
十
五
日

に
は
さ
ら
に
伊
沢
左
近
将
監
家
景
を
奥
州
留
守
職
と
な
し
、
こ
れ
よ
り
両
人
奥

州
総
奉
行
と
号
し
て
国
務
を
執
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
出
羽
に
も
留
守
所
が

あ
っ
た
が
、
何
人
が
そ
の
所
務
に
当
っ
て
い
た
か
は
明
か
で
な
い
。
や
は
り
秀

衡
・
泰
衡
時
代
の
例
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
奥
州
総
奉
行
が
奥
羽
両
国
を
管
領

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
十
月
の
条
に
は
、
国
中
の
こ

と
は
秀
衡
・
泰
衡
の
先
例
に
任
せ
て
沙
汰
す
べ
し
と
い
い
、
同
正
治
二
年
八
月

条
に
も
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
諸
郡
郷
地
頭
所
務
の
こ
と
は
、
秀
衡
・
泰
衡
の
旧

規
を
守
る
べ
き
の
旨
、
故
将
軍
の
御
時
に
定
め
ら
る
と
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
、
葛
西
・
伊
沢
ら
奥
州
総
奉
行
の
勢
力
の
及
ん
だ
範
囲
は
、
果
し
て

ど
の
辺
ま
で
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
十
一
月
八
日
の
条

に
よ
れ
ば
、
窮
民
賑
給
の
た
め
に
農
料
種
子
を
供
給
し
た
範
囲
は
、
磐
井
・
胆

沢
・
江
刺
・
和
賀
・
稗
貫
の
五
郡
で
あ
っ
て
、
紫
波
・
岩
手
等
そ
の
以
北
に
は

及
ん
で
お
ら
ぬ
。
こ
れ
は
そ
の
以
北
の
地
が
当
時
兵
乱
の
巷
と
な
る
こ
と
少
く
、

土
民
の
疾
苦
多
か
ら
ざ
り
し
と
い
う
理
由
も
あ
る
べ
く
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
よ

っ
て
、
奉
行
施
政
の
及
ぶ
北
限
を
定
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
ろ
う
が
、
そ
れ
に

し
て
も
、
と
う
て
い
も
と
藤
原
氏
管
領
の
六
郡
以
北
に
至
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、

当
時
幕
府
施
政
の
範
囲
は
、
お
そ
ら
く
岩
手
郡
を
も
っ
て
そ
の
北
限
と
し
て
い

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
解
せ
ら
れ
る
。
け
だ
し
二
戸
・
九
戸
以
北
の
地
方
は
、

『
陸
奥
話
記
』
に
い
わ
ゆ
る
奥
地
に
当
り
、
こ
れ
を
糠
部
（
『
吾
妻
鏡
』
文
治

五
年
九
月
条
に
糟
部
郡
と
あ
る
は
誤
記
な
る
べ
し
）
と
汎
称
し
て
、
当
時
に
あ

っ
て
も
、
な
お
ほ
と
ん
ど
化
外
に
置
か
れ
、
俘
囚
長
た
る
安
倍
・
清
原
・
藤
原

諸
氏
も
、
措
い
て
顧
み
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
奥
州
平
定
の
当
時
、
諸
将
の
賞
賜
せ
ら
れ
た
地
方
は
明
か
な
も
の
が
少
い
。

『
吾
妻
鏡
』
に
は
畠
山
重
忠
が
狭
少
の
葛
岡
郡
（
後
玉
造
郡
の
一
部
）
を
与
え

ら
れ
、
葛
西
清
重
が
伊
沢
・
磐
井
・
牡
鹿
郡
以
下
、
数
ヵ
所
を
拝
領
し
た
と
あ

る
ほ
か
に
は
、
千
葉
介
最
も
こ
れ
を
拝
領
す
と
い
い
、
重
忠
の
傍
輩
皆
数
ヵ
所

広
博
の
恩
に
預
る
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
地
名
を
明
記
し
た
も
の
が
な
い
。
奥

羽
諸
旧
家
の
家
伝
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
祖
が
こ
の
戦
役
に
随
っ
て
軍
功
あ
り
、

某
々
の
地
を
給
せ
ら
る
な
ど
と
書
い
て
は
あ
る
が
、
中
に
は
そ
の
人
名
す
ら

『
吾
妻
鏡
』
の
出
征
諸
将
の
中
に
見
え
ぬ
も
の
が
あ
る
く
ら
い
で
、
他
に
な
ん

ら
参
照
す
べ
き
史
料
も
な
く
、
ど
こ
ま
で
果
し
て
信
じ
て
よ
い
か
、
明
か
で
な

い
も
の
が
は
な
は
だ
多
い
。

　
南
部
家
の
祖
と
称
す
る
南
部
次
郎
光
行
の
名
は
、
現
に
鎌
倉
出
立
御
供
に
候

す
る
輩
と
い
う
中
に
も
あ
っ
て
、
こ
の
役
に
従
事
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

こ
の
時
彼
が
糠
部
五
郡
を
賜
わ
っ
た
と
い
い
、
あ
る
い
は
九
戸
・
閉
伊
・
鹿
角

・
津
軽
・
糠
部
の
五
郡
を
給
せ
ら
れ
た
と
い
う
に
至
っ
て
は
、
た
だ
に
事
実
に

合
わ
ぬ
も
の
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
も
他
に
傍
証
す
べ
き
も
の
の
な
い
の
を
憾

み
と
す
る
。
『
保
暦
間
記
』
に
よ
る
と
、
安
東
五
郎
と
い
う
も
の
東
夷
の
堅
め

に
と
て
、
義
時
の
代
官
と
し
て
津
軽
に
置
か
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
延
文
の
『
諏

訪
大
明
神
絵
詞
』
に
は
、
根
本
は
酋
長
も
な
か
り
し
を
、
武
家
そ
の
濫
吹
を
鎮

護
せ
ん
た
め
に
、
安
藤
太
と
い
う
も
の
を
蝦
夷
管
領
と
す
と
も
あ
る
。
異
本

『
伯
耆
巻
』
に
も
、
「
奥
州
津
軽
の
住
人
安
東
又
太
郎
季
長
云
々
、
此
の
安
東
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と
云
は
義
時
が
代
に
夷
島
の
抑
へ
と
し
て
、
安
藤
が
二
男
を
津
軽
に
置
け
る
彼

等
が
末
葉
な
り
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
安
東
五
郎
と
い
い
、
安
藤
太

と
い
い
、
安
藤
が
二
男
と
い
う
も
の
は
い
ず
れ
も
同
人
で
、
安
倍
貞
任
の
後
と

称
し
、
実
に
後
の
秋
田
氏
の
祖
先
な
の
で
あ
る
。
け
だ
し
奥
地
の
夷
酋
が
後
に

武
家
か
ら
本
領
の
安
堵
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
そ
の
配
下
の
人
民

が
鎌
倉
時
代
末
に
お
い
て
な
お
蝦
夷
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
『
北

条
九
代
記
』
『
保
暦
間
記
』
『
称
名
寺
文
書
』
等
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
思

う
に
藤
原
氏
滅
ん
で
後
も
、
い
わ
ゆ
る
奥
郡
の
地
に
は
鎌
倉
の
勢
力
も
い
ま
だ

十
分
に
及
ぶ
能
わ
ず
、
前
九
・
後
三
の
役
の
後
に
北
上
川
流
域
地
方
を
引
続
き

俘
囚
の
豪
族
に
委
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
土
豪
の
領
有
を
認
め
、

そ
の
進
退
に
任
し
て
お
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
て
鎌
倉
時
代
の
末
葉
に
至
り
、
そ
の
配
下
の
蝦
夷
ら
蜂
起
し
て
幕
府
も

容
易
に
こ
れ
を
鎮
定
す
る
能
わ
ず
、
社
寺
に
静
謐
を
祈
祷
し
て
文
保
二
年
の
こ

ろ
い
っ
た
ん
法
験
を
見
た
（
『
称
名
寺
文
書
』
）
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
で
、

元
亨
・
正
中
よ
り
嘉
暦
に
渉
っ
て
さ
ら
に
そ
の
乱
相
つ
ぎ
、
幕
府
は
嘉
暦
元
年

工
藤
右
衛
門
尉
祐
貞
を
蝦
夷
追
罰
使
と
し
て
進
発
せ
し
め
、
翌
年
さ
ら
に
宇
都

宮
五
郎
高
貞
・
小
田
尾
張
権
守
高
知
を
追
討
に
向
わ
し
め
た
が
、
三
年
十
月
に

至
っ
て
こ
の
高
貞
・
高
知
ら
和
談
の
儀
を
も
っ
て
帰
参
す
と
あ
っ
て
、
つ
い
に

こ
れ
を
征
服
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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か
る
波
括
弧
に
は
、
罫
線
素
片
を
あ
て
ま
し
た
。

入
力
：
し
だ
ひ
ろ
し

校
正
：Juki

2013

年4

月14

日
作
成

2014

年7

月27

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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